
 

 

 

                             

                              

                              

岡崎市立北野小学校 令和３年度 学校通信 №３ 【６月 16 日】  

https://cms.oklab.ed.jp/el/kitano/ 北野小ホームページもぜひご覧ください！ 

 書
く
。 

ひ
た
す
ら
書
く
。 

机
に
向
か
う 

 

そ
の
清
潔
な
ま
な
ざ
し
。 

手
を
休
め
る
。 

思
い
を
め
ぐ
ら
す
。 

遠
く
を
見
つ
め
る 

そ
の
や
わ
ら
か
な
ま
な
ざ
し
。 

考
え
て
い
る
。 

苦
し
ん
で
い
る
。 

迷
っ
て
い
る
。
も
が
い
て
い
る
。 

で
も
、
ま
ち
が
い
な
く 

前
に
進
も
う
と
し
て
い
る
。 

 
 

 

（
某
鉛
筆
会
社
の
広
告
か
ら
） 

  筆
記
具
を
強
く
握
り
し
め
て
書
く
た
め

に
、
右
手
中
指
の
第
一
関
節
左
部
分
の
皮

膚
が
隆
起
し
硬
く
な
る
。
こ
れ
を
「
ペ
ン

だ
こ
」
と
言
う
。 

「
書
け
。
書
け
。
と
に
か
く
書
け
。」
と

中
学
校
時
代
の
恩
師
は
繰
り
返
し
説
い

た
。
書
く
の
は
め
ん
ど
う
く
さ
い
。
い
や

だ
な
あ
と
思
い
な
が
ら
も
、
私
は
書
い
た
。

力
一
杯
書
い
た
か
ら
、「
ペ
ン
だ
こ
」
は
大

き
く
は
れ
あ
が
っ
た
。
鉛
筆
を
握
り
締
め

て
懸
命
に
勉
強
し
た
日
は
、
ペ
ン
だ
こ
は

ひ
り
ひ
り
す
る
ほ
ど
痛
か
っ
た
。
そ
の
逆

に
、
あ
ま
り
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
日
は
、

ペ
ン
だ
こ
は
鳴
り
を
潜
め
た
。 

六
月
後
半
の
主
な
予
定 

十
五
日
（
火
）
あ
じ
さ
い
読
書
週
間
（
～
二
十
八
日
） 

二
十
一
日
（
月
）
味
噌
仕
込
み
体
験
（
四
年
） 

二
十
二
日
（
火
）
プ
ー
ル
開
き
（
水
泳
部
） 

二
十
三
日
（
水
）
耳
鼻
科
検
診
（
二
・
五
年
、
抽
出
児
） 

二
十
四
日
（
木
）
眼
科
検
診
（
一
・
二
・
五
年
） 

二
十
八
日
（
月
）
学
習
の
ま
と
め
週
間
（
～
七
月
二
日
、 

 
 
 

 
 

五
時
間
授
業
、
一
斉
下
校
十
四
時
四
十
五
分
） 

七
月
の
主
な
予
定 

 
 
 

一
日
（
木
）
眼
科
検
診
（
三
・
四
・
六
年
、
五
六
七
組
） 

二
日
（
金
）
す
く
す
く
タ
イ
ム 

五
日
（
月
）
委
員
会 

六
日
（
火
）
き
ら
き
ら
読
み
聞
か
せ
（
～
八
日
） 

七
日
（
水
）
内
科
検
診
（
二
・
六
年
、
五
六
七
組
） 

九
日
（
金
）
内
科
検
診
（
一
・
五
年
） 

十
二
日
（
月
）
個
別
懇
談
会
（
～
十
四
日
、 

四
時
間
授
業
、
一
斉
下
校
十
三
時
三
十
五
分
） 

十
三
日
（
火
）
交
通
安
全
教
室
（
一
年
） 

十
五
日
（
木
）
福
祉
実
践
教
室
（
三
年
、
～
十
六
日
） 

 
 
 
 

 
 

大
掃
除 

十
六
日
（
金
）
内
科
検
診
（
三
・
四
年
） 

十
九
日
（
月
）
ク
ラ
ブ
、
給
食
終
了 

二
十
日
（
火
）
一
学
期
終
業
式
、
守
る
ん
デ
ー
、 

 
 
 
 

 
 

一
斉
下
校
十
一
時
四
十
分
） 

二
十
一
日
（
水
）
夏
休
み
（
～
八
月
二
十
六
日
） 

二
十
二
日
（
木
）
海
の
日 

二
十
三
日
（
金
）
ス
ポ
ー
ツ
の
日
（
五
輪
開
会
式
） 

い
つ
し
か
、
ペ
ン
だ
こ
は
、
私
の
勲
章
と

な
っ
た
…
…
。
頑
張
っ
た
日
は
、
い
つ
も
ペ

ン
だ
こ
が
褒
め
て
く
れ
た
。 

「
書
く
こ
と
」
は
実
に
め
ん
ど
う
く
さ

い
。
し
か
し
、「
書
く
こ
と
」
で
見
え
て
く

る
こ
と
、
は
っ
き
り
し
て
く
る
こ
と
が
多

い
の
も
事
実
で
あ
る
。
今
ま
で
経
験
し
て

き
た
ぼ
ん
や
り
し
た
こ
と
が
、
書
く
こ
と

で
、
明
確
な
筋
道
と
な
っ
て
自
分
の
前
に

現
れ
る
と
き
ほ
ど
、
胸
が
高
鳴
る
と
き
は

な
い
。 

「
書
く
こ
と
」
で
、
子
供
た
ち
は
自
分
自

身
や
自
分
の
周
り
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
日

を
「
生
き
る
力
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
。 

「
書
く
こ
と
」
は
、
自
分
に
問
い
か
け
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。 

便
利
な
ツ
ー
ル
は
世
の
中
に
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
自
分
と
向
き
合
い
、
過
去
を
見
つ

め
る
。
こ
う
し
た
時
間
の
か
か
る
作
業
は

子
供
か
ら
青
年
に
変
わ
る
ど
の
子
に
も
必

要
だ
。 

北
野
小
の
子
供
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も

な
が
く
、
書
い
て
は
考
え
、
考
え
て
は
書
き

ま
す
よ
う
に
と
、
強
く
願
っ
て
い
る
。 

北
野
小
の
子
供
た
ち
の
「
ペ
ン
だ
こ
」

は
、
い
つ
も
心
地
よ
い
痛
み
と
と
も
に
あ

る
。 そ

れ
は
、
逞
し
く
歩
ん
で
い
く
青
年
と

し
て
の
、
―
―
― 

勲
章
と
な
る
。 

 

そ
れ
で
も
「
書
く
力
」
は
大
切
だ 

 

北
野
小
学
校
長 

丹
羽 

郁
人 

北野小ホームペ

ージには、「月の予

定（下校時刻）」と

いうメニューがあ

ります。随時更新

していますので、

ご利用ください。 

https://cms.oklab.ed.jp/el/kitano/


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五
年
二
組 

岩
瀬
拓
海 

 

田

植

え

を

し

た

と

き

に
、
泥
に
足
が
は
ま
る
と

思
っ
て
足
踏
み
を
し
て
い

た
け
れ
ど
、
止
ま
っ
て
い

て
も
な
か
な
か
足
が
は
ま

ら
な
か
っ
た
の
で
、
な
ぜ

は
ま
ら
な
い
か
、
疑
問
に

思
い
ま
し
た
。 

 

籾
が
、
一
か
月
ほ
ど
で

大
き
く
育
っ
た
の
は
、
地

域
の
人
が
育
て
て
く
だ
さ

っ

た

か

ら

だ

と

思

う

の

で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い

で
す
。
大
き
く
育
つ
の
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

五
年
三
組 

田
心
春 

 

今
ま
で
私
は
、
田
植
え

を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
田
植
え
を
す
る

ま
で
に
こ
ん
な
に
も
準
備

が
必
要
な
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
今
回
私
は
、
初
め
て

や
っ
た
の
で
上
手
に
は
で

き
な
か
っ
た
け
ど
、
足
が

田
ん
ぼ
の
中
に
し
ず
ん
だ

り
、
な
え
を
お
か
わ
り
で

た
く
さ
ん
も
ら
っ
た
り
し

て
、
と
て
も
ド
キ
ド
キ
わ

く
わ
く
し
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
田
植
え
を
や

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

                   

五
年
一
組 

 

河
邊
星
夢 

 

私
は
生
ま
れ
て
初
め
て

田

植

え

体

験

を

し

ま

し

た
。
泥
に
入
っ
た
時
、
思
っ

て
い
た
よ
り
も
足
が
お
く

深
く
ま
で
入
っ
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
泥
に
手
を

入
れ
る
と
ぐ
ち
ゃ
っ
と
し

て
い
て
初
め
は
い
や
な
感

じ
が
し
ま
し
た
が
、
だ
ん

だ

ん

楽

し

く

な

っ

て

き

て
、
気
付
け
ば
た
く
さ
ん

田

植

え

を

し

て

い

ま

し

た
。
と
て
も
楽
し
く
て
、
自

分
が
植
え
た
苗
か
ら
お
米

が
で
き
る
と
思
う
と
、
と

て
も
楽
し
み
で
す
。 

   

五

月

初

め

に

ま

い

た

籾

が

二

十

セ

ン

チ

ほ

ど

の

苗

に

育

ち

ま

し

た

。

地

域

の

方

に

教

え

て

頂

き

、

五

年

生

が

田

植

え

に

挑

戦

し

ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

頑
張
っ
て
い
ま
す 

各
委
員
会 

委
員
長 

代
表 

 
 

 
 

鈴
木
啓
斗 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

上
山
愛
恵 

保
健 

 
 

 
 

竹
内
雄
星 

運
動 

 
 

 
 

中
原
佳
鈴 

給
食 

 
 

 
 

畠
山
莉
緒 

図
書 

 
 

 
 

吉
井
美
緒 

放
送 

 
 

 
 

冨
川
空
羽
太 

美
化 

 
 

 
 

岩
下
真
惟 

緑
化 

 
 

 
 

本
田
彩
華 

学
級
代
表 

五
年
一
組 

 

及
川
清
花 

木
下
良
太
郎 

五
年
二
組 

 

岩
瀬
拓
海 

永
田
結
衣 

五
年
三
組 

 

葛
西
琴
雪 

横
山
陽
樹 

 

六
年
一
組 

 

鈴
木
啓
斗 

関
口
美
虹 

六
年
二
組 

 

黄
原
壮
炫 

保
田
旬
依
里 

六
年
三
組 

 

本
郷
瑠
唯 

山
田
蒼
依 

 

代
表
委
員
長 

鈴
木
啓
斗 

 

朝
の
会
で
「
北
野
小
五
つ
の
き
ま
り
」

を

み

ん

な

で

声

を

そ

ろ

え

て

言

い

ま

す
。
一
番
目
の
き
ま
り
「
き
ち
ん
と
あ
い

さ
つ
」
は
、
ぼ
く
が
最
も
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
朝
起
き
て
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
、
不
思
議
と
体
が
動

き
始
め
ま
す
。
学
校
で
あ
い
さ
つ
を
す

る
と
、
楽
し
い
会
話
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
、
周
り
の
人
と
心

を

つ

な

ぐ

魔

法

の

言

葉

だ

と

思

い

ま

す
。
元
気
の
あ
る
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

北
野
っ
子
に
な
れ
る
よ
う
に
、
ぼ
く
た

ち
代
表
委
員
会
か
ら
大
き
な
声
で
あ
い

さ
つ
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

緑の羽根募金の準備中 

【緑化委員会】 

配膳台をきれいに 

【給食委員会】 

 

給食を楽しい時間に 
【放送委員会】 

 

学校生活での約束事について 
の話し合い【代表委員会】 


